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まえがき

本報告書は､平成4年11月11日から11月18日までフィ1)ピン共和国において実施した

｢中郡ルソン天水農業環境整備計画+に関する農業開発事業プロジェクト･ファインデ

イング調査の結果を取りまとめたものである｡ 本調査は､平成 2年度にアイ･エヌ･

エー新土木研究所が行った､同プロジェクト･ファインデイング調査の内容について『

フ』国側の要請によるコンポネントの変更と詳細な調査を行った｡

本調査対象地域であるパンガシナン州インファンタは､マニラの北約 250kmに位置す

るフィリピン国でも有数の農業地帯である｡本地域は気候条件から二毛作が可能な地域

であるが､地方共同体が管理する取水堰および雇淑水路が存在するにもかかわらず,港

概システムが適切に実行されていないほか､この施設での雨季の降雨の貯水が不可能で

あるなどの理由により､現在､全耕作面積1,300haの内雨季に 620ba､乾季に至っては

250baの濯概のみが行われているにすぎず,他は休耕状態となっている｡また,本地域

は長年に渡り､燃料および建材として樹木の無差別な伐採が行われ､山々は現在コゴン

草に覆われた痩せ地となっている｡これらの状況は土壌侵食､水資源の滴渇､雨季にほ

低地での洪水をもたらし､農業生産の低迷および自然環境の荒廃等の問題を産みだして

いる｡

また､近年発生したビナツボ山の噴火被害地域は本調査州の近隣であるため､現在約

500人の被災者が本地域に移り住んでいる｡ラモス大統領はビナツボ山噴火による被災

者に一時的な入植地および以後永久的な定住地となる土地を供与する緊急的な必要性に

鑑み､被害地域と生活様式が同じである当州が理想的な場所であると考え､環境天然資

源省(DENR)を通じて､同州政府に早急に入植地を選定するように指示を行ったo

上記のような本地域を取り巻く様々な状況を踏まえ､ ADCA調査団は､本計画の実施機

関であるパンガシナン州政府と(州知事および川副知事参加のもと)協議を行い､中央

政府機関である農業省(DA)および国家濯概省(NIA)等に助言を求めると共に､現地調

査を行った｡その結果､本計画を総合的に行うことにより,地域の農業生産の安定と増

加､ビナツボ被災民の生活基盤の確立に寄与するばかりでなく､失われた山林の復活に

より､地域全体の農業･自然環境保全につながることが明らかになった｡

当該計画が早急に日本政府の開発調査案件として実施されると共に,将来事業化が謝

られ､フィリピン国の農業生産の安定と自然災害に苦しむ人々の復旧に寄与することを

願うものである｡ 平成 5年3月

調査貞: 水源開発:入江 章寅

(株式会社アイ･エヌ･エー)

農業開発:進藤 澄雄

澄渡計画:山本 敦彦

(内外エンジニアリング株式会社)
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1.調査国の枚要

1.1自然条件

フィリピン国は北緯4o 23′
､東経116o

30'の間にある島嘆群で､アジア大陸東南

方の西太平洋上に散在する大小約T.100の島々からなる｡このうち主要なルソン､ミン

ドロ､サマ-ル､レイテ､セプなど11島が国土面積の 90%である約300,000kn2を占め､

その他の島々は小珊瑚礁や岩礁で出来ているものも多く､無名の島々が約半数にも及ぶo

地形は環太平洋火山帯に属し､第三紀造山運動による符曲や断層のはか､様々な火山

活動の基に形成されており,現在もビナツボ山等の活火山が点在している｡

気候は､大別して北半分と南半分の島々で異なり､北半分では雨期(概ね7月-10月)

と乾期(概ね12月- 5月)の違いがあり､南半分では明瞭ではない｡

表-1マニラの平均気温

月 平均気温 降水量 平均湿度 月 平均気温 降水量 平均湿度

oC Tnm % oC nn %

1 25.4 18 7g 7 27.9 253 83

2 26.1 7 74 8 27.4 480 86

3 27.2 6 68 9 27.4 271 86

4 28.0 24 67 10 27.2 281 84

5 29.3 110 71 ll 26.4 129 83

6 28.5 236 79 12 25.4 56 82

1.2社会･径済状況

フィT)ビン国の総人口は60.685.DOO人(1990年現在)で､ 1980年-1990年の10年間の

年平均人口増加率は 2.35Ⅹとなっている｡農村人口は約65%と言われているが､全国的

に郡市への人口集中傾向が強く､ 1980年にはマニラ首都圏に総人口の約12.4%カ;集中し

ている｡現在でも引続きその傾向が強く､特にピナツポ山噴火にともない流入した人々

も見られるo

- i -



義-2 フィリピン人口･医療･教育状況

総人口

年平均増加率(1980-19gO)

平均寿命 男性

女性

出生率

死亡率

病院数 国公立

私 立

ベッド数 国公立

私 立

十大疾病

識字率

60.685.000人く1990年現在)

2.35%

62.8才

66.4才

人口1,000人当り26.0人

人口1.000人当り 5.4人

562ヶ所

1.101ヶ所

46.338台

35.309台

肺炎､ J亡.､臆病､結核､

下荊,事故､敗血症､

血管系疾病､悪性腫疾､

はしか,腎炎

83.82% (1980年現在)

フィリピン国径済を支える主要産業はサービス業,工業､農林水産業であるo農林水

産業部門は GNPの約21.0%を産出し､労働人口の約45%を雇用しているoサービス業で

は､流通部門を中心にして労働人口の約26%を雇用している｡工業部門は､マルコス時

代の工業化開発計画にともない国民総生産の約 34%を産出するに至り､鉱物､繊維等を

主要品目として海外へ輸出している｡

表-3 フィリピン径済指標

GNP

一人当りGⅣP

経済成長率

インフレ率

主要産業

主要品輸出額

主要品輸入額

主要貿易相手国

国際攻支

累積債務残高

債務返済比率

失業率

1,251,690百万ペソ

17,740ペソ

5.89%く1989年1月現在)

19.0%く1991年7月現在)

工業,サービス業､農林水産業

1,571.0百万ドル

12,206.2百万ドル

米国､日本､香港､ドイツ､台湾

1,405.0百万ドル赤字

29.376.0百万ドル

26.80%

9.0%

- 2 -



義-4 セクター別生産高

農林水産業

工 業

±二_呈旦_塞______

国内総生産

塩生垂_ら_也

国民総生産

百万ペソ

百万ペソ

亘互生ヱ

百万ペソ

亘五三三

百万ペソ

262.342

424,712

____旦旦旦1且坦
1.237.647

__上Å上_旦互⊇
1,251.690

義-5 セクター別労働人口

農林水産業

鉱 業

工 業

電気･ガス･水道

建 設

流 通

運輸･通信

金融･保険･不動産

廷全土‥旦L___

合 計

10,403千人

150千人

2.391千人

99千人

1.046千人

3.172千人

1,143千人

451千人

____且_王△
22.g7g千人

上記表に示すように当国径済において､農林水産業部門は重要なセクターである｡主

要作物は､米､ココナッツ､砂糖さび,トウモロコシ､バナナ､マンゴー､パイナップ

ル等があげられ､特に大都市部以外の地域においては､地域の基幹崖業として重要な位

置を占めている.当国ゐ農業は､食用作物重視の農業開発政策ゐ下､伝統作物である米

およびトウモロコシの増産計画が策定され､その結果､米については1976年に国内自給

が達成され､トウモロコシについては､ 1979年に国内飼料分を除き､食用分の自給が達

成された｡農業部門は､ 1984年-85年の経済危機･不況時においても､濯概面積の拡大

をともなう土地生産性の改良により､高い成長率を維持し､他部門の赤字を埋めるなど

フィリピン経済の基盤を支える役割を担ってきた｡

しかし､農業成長にともない農村部に企業家層を進出させることになり､より多くの

生産量を推持するために,多くの資本投資を必要とするようになった｡この事は､資本

力に乏しい一般農家に資金需要の拡大をうみ､所得低下､生活基盤の真弱化､貴困化を

もたらす結果となり､都市部と農村部の世帯平均所得の差が倍近くとなっている｡

- 3 -



1.3国家開発計画

フィT)ピン国政府は､ 1986年12月に発表した中期フィT)ビン開発計画(1g87-1992)

の目標達成が､未だ不十分であるとの判断により､ 1998年を目途に引続き本計画を実施

して行く方針を出した｡中期フィリピン開発計画では､貧困の撲滅､生産的雇用機会の

創出､平等および社会的公正の推進を基本目的に揚げている｡中でも､農業･農村開発

のプライオリティは極めて高く､農民生活の安定と向上､都市と農村間の地域格差是正

に重点が置かれ､具体的な農業部門の開発目棲として以下の項目があげられた｡

1)小農の所得向上

2)生産性の持続的上昇

3)部門間および収益配分の公正化

4)農村人口､特に土地無し労働者に対する農業雇用機会の創出､拡大

5)農産物､農業投入剤､各種サービスのための流通組織の改善

6)協同組合等の農民組織の拡大とその制度化

7)今後5ケ年間で農林水産業の付加価値を年4.0%増加させる｡

8)米に関しては､ 1993年までに10万トンレベルの自給を行う｡

g)農業の付加価値は､まずcAR､ RegionI
､ RegionⅢ､ RegionⅣ､ RegionⅥを中

心に増加させる｡

この開発計画を受け､本地域開発における最重要セクターである農業部門の開発目標

がⅣEDA地方事務所により作成され,地域開発委貞会により採択された｡地域開発目標は

以下の通りである｡

1)食糧自給の達成

2)高い経済成長率の達成

3)後進地域の開発と地域格差の是正

4)適正価格水準の達成と要素移動の改善

また,上記目標の達成において,そのバランスと計画的な推進を計るため,以下の幅

広い開発戦略が提案されているc

l)工業化の推進と農産物の生産の多様化

2)完全自給達成のための食糧生産の推進

3)径済社会開発のためのインフラの整備

4)生態系バランスのための農業･自然環境保全

以上の様な開発目標を基に､様々な政策が現在国家レベルまたは地域レベルで行われ

ている｡

- 4 _



2.中布ルソン天水農業環境整備計画

2.1計画の背景

本計画対象地域が属するRegionIは､フィ1)ビン国.0中でも有数の農業生産地域であ

り､フィリピン国政府が､中期開発計画(1993-1998)の重要課題の一つに農林業部門

の発展を挙げ､その中でもCAE､ EegionI､ RegionⅢ, EegionⅣ､ RegionⅥにおける農林

水産業の付加価値を向上させることを提言している重要な地域である｡ ⅣEDA地方事務所

では､上記国家開発計画を受け､ RegionIの主要開発目的と戦略では農業部門を地域開

発の先導部門として位置づけ､農業生産性の向上･農業就労機会の増加を図るとともに､

小規模農家の所得水準の向上と食糧自給体制の確立を目指している｡

本計画対象地域を含むパンガシナン州は,面積においてはRegionIの約42%を占め､

人口は過半数を占めるなど､ RegionIの中でも最大の州である.農林水産業部門でも就

労人口およぴ作付面積等も最大規模で,当地域においては中心的位置を占め､また､地

域交通の要所として重要な位置を占め七いる｡しかし､当該州では近年､森林の乱伐に

よる山林の荒廃およぴ林業従事者の雇用機会の減少､濯淑施設の不備による農業生産性

の低下､それにともなう農民所得の低迷､ビナツボ山噴火被災民の流入等､様々な問題

を抱え､地域経済の発展は低迷状態にある.パンガシナン州政府は､この様な状況下､

州戦略的整備開発計画の中で第一のプライオリティ部門として､農林業部門をあげ虐政

農業の改修開発計画およぴ乱伐による山林の復奥計画により,農林業生産の安定化を図

り住民の所得向上と生活環境の改善を目指している｡また､ラモス大続領の提案により､

被害地域と生活様式が同じである当州が理想的な場所であるされ､ビナツポ山噴火によ

る被災者に一時的な入植地およぴ以後永久的な定住地としての入植地の選定が急がれて

いる｡

本計画地域であるインファンタ町は､同州の中で6段階に区分された経済指標でみて

も､第5番目に区分される真因地域であり､また､山林の乱伐による山林荒廃および濯

概施設の不備等も顕著な地域である.そのため､州政府の開発計画の中でも最も重要な

地域として位置づけ､山林復興計画として『pangasinam A宕ro-forestry Development

Project』
,港淑施設整備計画として『Pangasinan

Top Priority Infrastructure Pro-

ject』の中に,それぞれインファンタ地域の開発計画が盛り込まれている｡また､ビナ

ツボ山被災民の入植地として､被災地であるRegionⅢに最も隣接した本地域が重要な候

補地の一つとして選定された｡しかし､当州においては資金的およぴ技術的な問題から

これらの計画を早急に実現することは､不可能な状況となっているc

以上の様な状況から､当州政府は､本計画地域を当該州開発上のモデルとして最も重

要な地域として位置づけ､日本政府の無償資金協力による本計画地域における総合的環

境整備計画の早急な実現を懇願しているc
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2.2計画の目的

本計画では下記に示す目接達成のため,既に修了したPRE-F/S調査の結果を基に『中部

ルソン天水農業環境整備計画』によって､農業用水の安定確保および農業生産の安定化､

地域環境の保全を測るとともに､ビナツボ山噴火被災民に対する再定住･再建計画を行

うための水源開発計画および澄渡施設整備､再定住地整備計画を主体とする日本政府に

よる無償資金協力の実施を目的とする｡

1)雨季の降雨の有効利用を基にした耕作可能農地の有効利用

2)澄渡施設建設等の農業生産基盤整備による農業生産の拡大･安定化

3)農業生産拡大にともなう地域農民の生活レベルの向上

4)果樹･樹木の育苗施設整備による周辺山林の侵食防止､森林資源の保護と植林

5)ビナツポ山噴火被災民の再定住地整備による被災民の生活環境の確保､再建

2.3位置およぴ範囲

本計画の対象地域は､首都マニラから北へ約250kmに位置するパンガシナン州インフ

ァンタであり､所得に関しては､ 6段階に分類された所得階級のうち第5段階に属し､

パンガシナン州の48市町村の中でも貧しい地域に属する.当該地域の総人口は約16.000

人であり､面積は247.4km2とパンガシナン州で3番目に大きい町であるo

2.4計画対象地域の概要

2.4.1自然条件

本計画地域は中部ルソンの西部に位置し､地域面積の80%が公有林で占.められた､ダ

ソル湾沿いの地域である.気候は雨季( 5月-11月)と乾季(12月- 4月)に分けられ､

インファンタの南にあるサンタ･クルス( Sta. Cruz)雨量観測所によると年平均降雨

量が2,935.7m (1980-1990)であり,そのはとんどが雨季に集中するo
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義-6 インファンタの平均降雨量

月 降水量 月 降水量 月 降水量

t7)m mTm mn

1 4.8 5 208.3 g 481.2

2 ll.5 6 507.5 10 212.1

3 12.1 7 594.9 ll 68.8

4 45.9 8 779.7 12 9.1

計 2935.7

2.4.2社会経済条件

当国の総人口の約3.3%に当たる 2.000,OOO人がパンガシナン州に居住している.当該

州は48市町村に区分され､州都はリンガェンであり､当州最大の都市部を形成している｡

インファンタ町は総人口約16,000人､総面積は247.4kln2の小さな農村で, 13の集落によ

って構成されている｡

当該州の主要産業は農業であり,総人口の52.05%は農業に従事している｡インファン

タ町農家のほとんどは小規模農家(平均土地所有面積1.5ha)で､平均的な一戸当り(

5人家族)の月収は1,DOOへ●t)と,都市部の平均月収2,OOOへ●.)の半分であるo農家収入の

ほとんどは米作の収穫に依存し､その他作物により生活を補っている｡かつて､インフ

ァンタでは耕地における農産物の生産だけでなく､高地の山林から燃料および建築材と

なる木材を切り出し攻入を得ていたが､長年にわたる無計画の伐採により､木材生産量

は極端に減り､町当局では他の地方からの木材の購入を余儀なくされている｡また､林

業に携わる人々の雇用機会の減少を生み､統計資料によると､インファンタでは総人口

の約22%カ;失業中であると言う結果も出ている｡
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義-7 パンガシナン州農業生産状況(1988)

作物 収穫面積 生産量 収量 生産額

(ha) (ton) (ton/ha) (1.000peso)

米 193.192 737,632 3.82 203,011

トウモロコシ 17,739 337,244 19.01 111,907

根茎類 1,372 7,951 5.80 2,133

豆類 12.309 12,309 1.00 4,005

野菜類 1g.292 130.589 6.77 71,353

果物 6.238 71.114 ll.40 37,400

タバコ 8.342 10,194 1.22 14,743

綿花 1.031 1.031 1.00 851

サトウキビ 241 4,885 20.2T 1,448

Ipil-Ipil 124 5.925 47.78 ”DA

2.4.3地域開発上の問題点

本計画地域でほ､住民の生活基盤を支える上で最も重要である農業生産が､降雨に大

きく依存する天水農業である上､農民の運営管理能力の貧しさから､コンスタントな農

業生産量の確保が不可能となっている｡そのため､本計画地域では天候不順による雨季

の降雨パターンの変動や､乾季の降雨量の減少が最大の制約条件となっている｡このこ

とを含んだ本地域開発上の問題点をセクター別に示すと下記のようになる｡

(1)農 業

①雨季の降雨パターンの変動による農業生産量の減少

②乾季の降雨量の減少による作付面積の減少

③水管理体制の不備による制約された水の有効利用の欠如

⑥農業生産量減少による農家収入の減少､生活環境の悪化

⑤生産資材購入費不足による農業生産量の低迷

⑥貯水施設の欠如による雨季の降雨の無効放流

⑦貧困農民の都市部への流出
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(2)林業環境

①無計画な伐採による森林資源の減少

②森林の草地化による土壌流出および下流地域での洪水被害の増加

③林業従事者の雇用機会の減少､それにともなう失業率の増加

⑥木材不足による他地方からの木材の購入

(3)ビナツボ山噴火被災民の涜入

①無許可での土地利用

②生活環境の劣悪

③生活基盤確保手段の欠如

⑥地域住民との不調和

2.5事業計画の内容

本計画の事業内容は次の通りである｡

1)事業名

2)対象面積

3)枠益人口

4)濯概面積

5)事業実施機関:

6)事業計画:

水資源開発計画

濯概施設整備計画

中部ルソン天水農業環境整備計画

(InfaTtta lmpounding Irrigation and Environmental

ITnprOVelnent Project)

インファンタ町全域(24T.4km2)

直接 16,008人(インファンタ町)

間接 2.020,237人(パンガシナン州)

1, 400ha

パンガシナン州政府

: Niyon)[1支流のSan Felipe川にフィルダムを建設し､雨

季の降雨の貯涜による､年間を通じた安定した濯淑用

水の確保

:既存頭首工の改修および新規濯概施設の建設による､

濯淑用水の有効利用と計画的水利用計画の確立
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推持菅援用道路整備計画:ダムおよび濯淑用水路の管理用道掩の建設とそれを利

用した植林の促進と農作業の効率化

栽培･営農改善計画

菌根整備計画

:主要作物の生産拡大および安定化のため､効率的濯淑

計画に基づく､栽培･営農計画の確立

:百畑の設置による樹木百の育成と将来周辺山林への移

植による森林資源の確保および自然環境悪化の防止

ピナツボ山噴火被災民 :再定住地の底地整備､アクセス道路整備､飲維用水の

確保,食糧確保のための農地の造成を行うことにより､

被災民の生活環境を整備し､新生活への基盤を固める

維持管理用機材供与計画:百畑および濯淑施設等の建設に使用した機材の一部を､

施設の継続的維持管理のために供与する

7)調査内容

自然条件 :気象･水文､土壌･土地利用､森林状況

水資源開発･港淑施設:水資源調査､澄淑施設､濯淑計画

栽培･営農

社会･径済状況

:主要作物生産状況､慣行栽培技術､現況栽培体系

:国家開発計画､農業開発計画,林業開発計画､ビナツボ山

噴火被害復旧計画

農林業径済･農村社会:生産物涜通制度､生産物需給動向､生産費分析､農家径済

経営形態､集落分布

農林業支援組綴 :生産組合,技術支援組織､生産･出荷計画

経済評価 :径済効果､事業実施計画
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2.6総合所見

本計画地域の開発は､無計画に乱伐された山林の復興､安定した水資源の確保､ピナ

ツボ被災民の生活基盤の確立等､地域の農業生産および生活自然環境の改善に寄与する

ばかりでなく､人道的にも意義のある計画である｡

また､本計画は州政府の絶大な支持を受けているばかりでなく､インファンタ町Mayo

rを中心として､町議会でも積極的な推進に向けて､満場一致の支持を受けており､地元

住民の本プロジェクト完成に寄せる期待は絶大なものである｡

本計画は､フィリピン国実施する現行の国家開発計画の最重要課題の･農業生産物の

生産性拡大､ ･農業雇用機会の創出､ ･農業自然環境の保全と促進等の農林水産業の開

発計画との整合性も高い｡本計画の実施に際しては､パンガシナン州政貯を実施機関と

して､中央政府機関である農業省､国家港概省､天然資源省､国家開発庁等本事業に関

連する省庁との協力体制を確立し,実施して行くものである｡これらの点から､本計画

はパンガシナン州開発にとって､高い優先度を持つ案件であるばかりでなく,フィリピ

ン農業の発展に深く寄与するものであると判断することが出来る｡

2.7調査作業仕様

本件は無償資金協力により実施されることを意図しており､作業の概要は次の通りで

ある｡既に本案件のPRE-F/S調査は実施済みであるため､初年度にPRE-F/S調査結果を基

に基本設計および詳細設計を行い､無償資金協力による早急な事業実施を図る｡

表-8 調査実施計画

項目/年度 1年次 2年次

基本設計調査(F/S)

実施設計調査(D/D)

建設/施工管理
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3.添付資料

3.1調査団の構成

団長:入江 章寅(株式会社アイ･エヌ･エー 海外事業本部 理事)

径歴:

S.27

S.27-S.28

S.29･-S.36

S.36-S.39

S.39-S.41

S.Al一-S.42

S.42-S.44

S.44-S.45

S.45-S.48

S.48-S.62

S.62-

九州大学工学部土木工学科卒業

古河鉱業(樵)

電源開発(樵)

電源開発(樵)

電源開発(株)

電源開発(株)

電源開発(坪)

電源開発(樵)

電源開発(樵)

鹿島建設(樵)

工事部

球磨川建設所

メコン調査会oT CA派遣

天竜川調査所調査課長

水窪発電所工区長代理

考査課長代理

海外技術協力部調査役

エクアドル､ナヨン発電所建設事務所長

土木･エネルギー部長

(秩)アイ･エヌ･エー 海外事業本部 理事

団員:進藤 澄雄(内外エンジニアリング株式会社 海外事業本郡 部長)

山本 敦彦(内外エンジニアリング株式会社 海外事業本部)
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3.2調査日程および面会者リスト

日 程 行 程 面 会

平成4年

11月11日(衣) :成田発/マニラ着 移動日

11月12日(木) :農業省土壌水利局打ち合せ

農業省表敬

日本大使館表敬

11月13日(金) :国家雇淑省(NIA)表敬

11月14日(土) :現地調査

11月15日(日) :インファンタ町長表敬

現地調査

11月16日(月) :現地調査

パンガシナン州知事表敬

パンガシナン州副知事表敬

11月17日(火) :資料叔集･整理

11月18日(水) :資料整理

マニラ発/成田著

Mr. Lucas (Cheif. Water Resources

ManageTnent Devision)

Mr. SaTnuel ”. Contreras (Civil

Engineer)

佐分利専門家(JICA専門家)

松田一等書記官

Nr. Clemente T. Alanano (Head, Dam

and Reservoir Section Project De-

velopment I)epartment)

石田専門家(JICA専門家)

細野専門家(JICA専門家)

Nr. Vallarta (Mayor)

Mr. Aguedo Agbayami (州知事)

Mr. Eanjit R. Shahani (川副知事)

3.3収集資料r)スト

･

1/ 50.000地形図

･

1/250,000地形図

･ Philippine Statistical Year Book (1989)

I Pangasinan Provincial Irrigation Profile (NIA)

･.WULTIIPUEPOSE SWIP 川FANTA. PAⅣGASIⅣAN
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3.4現地写真

ダム建設予定地

妄言詣鮮鮎植予定地
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.ふ′l
:

N I A建設の既設頭首工

L[rj
卓h

●■

N I A建投の現役取水工
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ー1.i)

'LLl!.

N I A建設の既存幹線水路

上部無港淑農地･下部濯就農姐
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乱伐による森林状況

f

雨季降雨によるエロージ冒ン

一部実施されている楯林状況
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